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猿
ま
わ
し
に 

魅
せ
ら
れ
て
↓  

       

  

        

協
議
員
会
は
今 

７
～
９
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・検
討
内
容
を

一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
検
討

・
決
定

（左
記
） 

② 

今
年
の
界
隈
展
は
従
来
通
り
。

来
年
度
以
降
の
開
催
時
期
と
実

行
組
織
検
討
は
こ
の
秋
か
ら
。 

③ 

鈴
の
森
神
社
玉
垣
改
修
事
業
完

了
報
告

（
７
月 

中
旬
竣
工
、
最 

終
建
替
２
６
８ 

本

（内
、
２
２ 

０
本
寄
進
、
寄 

進
者
に
記
念
タ 

オ
ル
配
付
）。 

併
せ
て
、
山 

頂
か
ら
の
流 

入
土
砂
の
対 

策
工
も
実
施 

（
下
写
真
） 

④ 

秋
祭
り
の
組
織
運
営
を
検
討 

⑤ 
敬
老
会
の
催
事
は
今
年
も
区
内

七
五
歳
以
上
の
対
象
者
１
１
５

名
に
お
祝
い
金
（
町
か
ら
二
千
円

＋ 

区
か
ら
千
円
）
配
付 

お
知
ら
せ 

■
今
年
度
自
律(

立)
の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
制
度
の
対
象
事
業 

〈事
業
内
容
〉
① 

一
家
に

一
つ
安

心
カ
プ
セ
ル
配
付

・
設
置 

② 

辻
川
だ
よ
り
に
防
災
関
連
特

集
を
継
続
し
、
業
者
発
注 

③ 

辻
川
区
の
観
光
拠
点
に
現
在

地
を
示
す
マ
ッ
プ
を
掲
示 

等 

■
明
る
く
な
っ
た
鈴
の
森
神
社 

４
年
越
し
の
懸
案
事
項
で
あ
っ 

     

た
大
規
模
な
玉
垣
改
修
が
完
了
し

た
。
併
せ
て
、
風
雨
や
シ
ロ
ア
リ
被

害
で
傷
み
が
目
立

っ
て
い
た
本
殿

側
面
板
の
張
替
え
や
境
内
地
の
樹

木
が

一
部
伐
採
さ
れ
鈴
の
森
神
社

が
明
る
く
な
っ
た
。
７
月
２
１
日
に

は
消
防
Ｏ
Ｂ
会
と
協
議
員
に
よ
る

鈴
の
森
神
社
周
辺
の
下
刈
り
と
境

内
の
低
木
せ
ん
定
が
行
わ
れ
、
夏
の

参
拝
者
や

「
民
俗
学
の
夕
べ
」
を
迎

え
る
準
備
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の

た
び
の
玉
垣
改
修
に
伴
い
、
恵
美
酒

神
社
正
面
東
側
に
も
新
た
に
玉
垣

が
設
置
さ
れ
た

（上
写
真
）。 

■
鬼
太
鼓
、
第
３
５
回
山
桃
忌 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る 

 

町
内
外
か
ら
の
２
０
０
人
余 

り
の
参
加
者
を
前
に
練
習
の
成 

果
を
発
揮
し
た
。
特
に
小
６
の 

５
人
が
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。 

     

祭
礼
行
事
の
報
告  

◆
７
月
６
日

（
日
）
夏
え
び
す 

◆
７
月
１
３
日

（
日
）
夏
ま
つ
り 

 

玉
垣
改
修
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
鈴

の
森
神
社
で
、
と
も
に
３
０
名
余
り

の
ご
参
拝
の
下
、
祭
祀
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
夏
ま
つ
り
は
雨
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
井
ノ
口
の
役
員

さ
ん
も
５
名
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

     
[

十
四
隣
保] 

 

《 

当
面
の
予
定 

》 

９
月
２
８
日 

道
普
請
（少
雨
決
行
） 

１
０
月
１
１

・
１
２
日 
秋
祭
り 

 
 

 
 

１
１
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

１
６
日 

 

第
２
回
自
主
防
災
訓
練 

１
２
月 

各
種
団
体
・隣
保
長
会
議 

事
業
報
告 

◆
７
月
５
日

（土
） 

隣
保
長

・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

辻
川
界
隈
展

・
民
俗
学
の
夕
べ

の
詳
細
説
明

・
依
頼 

② 

自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
制
度
の
対
象
事
業
に
つ
い
て

（上
段
お
知
ら
せ
参
照
） 

③ 

鈴
の
森
神
社
玉
垣
改
修
工
事
ほ

ぼ
完
了
の
報
告 

④ 

指
定
外
の
ゴ
ミ
出
し
が
最
近
目

立
つ
。
ゴ
ミ
は
水
切
り
を
確
実
に
。 

◆
７
月
１
８
日

（金
） 

人
権

・
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

１
学
期
の
終
わ
っ
た
日
の
夜
、
四

五
名

（内
小
学
生
十
四
名
）
の
参
加

者
が
人
権
啓
発
映
画

「
ヒ
ー
ロ
ー
」

と
青
少
年
健
全
育
成
映
画
「
い
じ
め

と
戦
お
う
！
」
を
鑑
賞
し
、
教
育
委

員
会
と
田
原
小
の
先
生
の
お
話
を

伺
っ
た
。
兵
庫
県
で
も
単
身
世
帯
が

３
０
％
を
超
え
た
と
い
う
。
お
節
介

が
影
を
ひ
そ
め
、
い
よ
い
よ
地
域
の

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
。

と
は
言
え
、
夏
休
み

（
民
俗
学
の
夕

べ
）
や
秋
祭
り
は
地
域
の
縁
の
中
で

子
供
た
ち
が
育
つ
絶
好
の
機
会
。
縁

び
の
お
節
介
大
歓
迎
。
い
っ
ぱ
い
話

し
ま
し
ょ
う
。 

◆
７
月
２
７
日
～
８
月
２
日 

辻
川
界
隈
展 

今
回
で
４
年
目
の
灯
籠
飾
り
。
今

年
も
隣
保
分
担
で
１
５
１
個
の
灯

籠
が
参
道
を
飾
っ
た
。
し
か
し
、
の

ぼ
り
が
立
つ
旧
道
沿
い
に
は
わ
ず

か
２
箇
所
の
展
示
（
６
隣
保
の
鈴
木

さ
ん
宅
に
岩
田
健
三
郎
さ
ん
の
版

画
、
３
隣
保
の
福
富
さ
ん
宅
に
短

歌
）
の
み
。
も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
の

展
示

（
区
民
・
荒
木
富
佐
子
さ
ん
の

和
紙
人
形

・
森
崎
大
青
さ
ん
の
川

柳
）
も
見
学
者
が
少
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
界
隈
展
の
内
容
や
時
期
の
検
討

は
先
送
り
で
き
な
い
課
題
で
あ
る 

よ
う
に
思
う
。 

      ◆
８
月
２
日

（土
） 

民
俗
学
の
夕
べ 

ゆ

っ
く
り
北
上
す
る
台
風
１
２

号
に
よ
る
暖
湿
流
の
影
響
で
降

っ

た
り
止
ん
だ
り
の
や
や
こ
し
い
天

候
の
昼
の
準
備
で
あ
っ
た
が
、
夜
は

雨
雲
の
切
れ
間
に
恵
ま
れ
た
。
河
童

と
猿
の
効
果
も
あ
り
、
今
年
も
辻
川

区
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
く
、
に

ぎ
や
か
な

「
夕
べ
」
に
な
っ
た
。 

  

     

さ
て
、
今
年
の
民
俗
学
の
夕
べ
は

念
願
の
玉
垣
改
修
が
完
了
し
て
最

初
の
境
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
な

っ

た
。
寄
進
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

方
々
は
ご
自
分
に
関
係
す
る
玉
垣

を
確
認
し
て
い
た
だ
け
た
だ
ろ
う

か
。
今
年
も
各
種
団
体
の
夜
店
が
に

ぎ
わ
い
に
花
を
添
え
た
。
昼
間
の
雨

中
の
準
備
や
閉
会
後
の
手
際
の
よ

い
後
片
付
け
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
民

俗
学
の
夕
べ
で
あ
る
。
感
謝
し
た
い
。

少
し
残
念
だ

っ
た
の
は
今
年
も
音

響
の
不
調
が
目
立
っ
た
。
担
当
者
任

せ
で
は
な
く
チ
ー
ム
と
し
て
の
対

応

（文
化
委
員
の
委
嘱
な
ど
）
が
求

め
ら
れ
て
久
し
い
が･･･

。 

 

第３１号［2014 秋号］  平成２６年９月２０日発行 

浪速の猿まわし 

（らん太と花子） 
地
域
力 

 
 
 
 
 

 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

最
近
、
「地
域
力
」
ま
た

「
地
域
力
の
向
上
」
と

い
う
言
葉
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
力
と
は
、
地
域
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
、

住
民
や
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
構
成
員
が

自
ら
そ
の
問
題
の
所
在 

を
認
識
し
、
自
律
的
か 

つ
そ
の
他
の
主
体
と
協 

働
を
図
り
な
が
ら
、
地 

域
問
題
の
解
決
や
地
域 

と
し
て
の
価
値
を
創
造 

し
て
い
く
た
め
の
力
の 

こ
と
を
い
う
、
と
定
義 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
こ
で

一 

番
大
事
な
こ
と
は
、
人
と
人
と
の
あ
い
だ
に

「心
」

の
結
束
が
有
る
か
無
い
か
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

先
般
の
自
治
会
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
辻
川

チ
ー
ム
が
よ
く
健
闘
し
準
優
勝
を
収
め
た
の
も
、
そ

こ
に
は

「心
」
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。
つ
ぎ
の
秋
祭
り
に
お
い
て
も
大
い
に
期
待

を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 6/21 境内樹木伐採 

生命の詩〔うた〕（花こま） 

寿獅子（花こま） 
河童伝説（山田文庫ｷｯｽﾞﾀﾞﾝｽ） 

↓6月下旬  

本殿側面修理 

 射的(商工部会) 焼き鳥 (青年団) 

写真は民俗学の夕べ 

ｽｰﾊﾟｰﾎﾞｰﾙす

くい（子ども会） 

焼
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（消
防
団
） 

 
自治会親善ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会準優勝 



◆
８
月
３
日

（
日
） 

町
内

一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦 

 

朝
６
時
か
ら
中
学
生
に
よ
る
辻

川
山
公
園
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
、
８
時

か
ら
隣
保
単
位
の

一
斉
清
掃
。
そ
し

て
今
年
か
ら
、
界
隈
展
の
片
づ
け
を

９
時
か
ら
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
昨
年
か
ら
山
桃
忌
会
場
が
生

家
か
ら
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
に
移

っ
た

た
め
。
暑
い
盛
り
の
作
業
が

一
気
に

で
き
て
何
よ
り
で
あ
っ
た
。 

◆
８
月
１
９
～
２
２
日 

第
３
３
回 

自
治
会
対
抗 

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

見
事 

！ 

準
優
勝 

一
回
戦 

○ 

３ 

― 

２ 

井
ノ
口 

二
回
戦 

○ 

１
１ 

― 

９ 

新
町 

三
回
戦 

○ 

２
０ 

― 

２ 

西
光
寺 

準
決
勝 

○ 

９ 

― 

８ 

吉
田 

決 

勝 

● 

７ 

― 

８ 

山
崎 

１
４
年
ぶ
り
の
快
挙
。
初
戦 

の
強
豪
井
ノ
口
と
の
緊
張
戦
の 

勝
利
が
そ
の
後
の
流
れ
を
つ
く 

っ
た
。
二
回
戦
は
初
回
の
８
得 

点
で
逃
げ
切
り
、
三
回
戦
は
総 

合
力
の
差
で
勝
ち
抜
い
た
。
準 

決
勝
は
最
終
回
０
対
８
を
ひ
っ
く

り
返
し
、
決
勝
で
は
山
崎
に

「逆
転

の
辻
川
警
戒
」
と
言
わ
し
め
た
。
夏

の
夕
べ
を
楽
し
む
個
性
派
揃
い
の

辻
川
チ
ー
ム
万
歳
。 

お
め
で
と
う
。 

     

辻
川
山
公
園
の
清
掃
協
力 

８
／
３
０
、
早
朝
の
気
温
２
０
℃
、
秋
を

感
じ
る
草
引
き
日
和
の
下
、
第
Ⅲ
ブ
ロ
ッ

ク
を
中
心
に
辻
川
区
か
ら
２
２
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。
御
苦
労
様
で
し
た
。 

秋
祭
り
の
ご
案
内 

☆ 

お
願
い

〔昨
年
を
ふ
り
返
り
〕 

 

① 

各
休
憩
所
の
後
片
付
け
は
練
り
子 

全
員
で

（背
を
見
て
育
つ
子
ら
） 

 

② 

身
長
に
よ
る
棒
割
の
徹
底
を 

☆ 

秋
季
例
大
祭
日
程 

 

１
１
日 

宵
宮 

１
２
日 

本
宮 

☆ 

秋
祭
り
ま
で
の
予
定 

屋
台
蔵
練
習
開
始
：
９
月
２
２
日 

 
 

肩
合
せ 

：
１
０
月
５
日
１
４
時 

大
鳴
ら
し
：
１
０
月
９
日 

              

☆ 

熊
野
神
社
宮
入
等
の
予
定 

 
 

宮
入
前
木
方
会
議 

午
後
１
時 

 
 
 

宮
入
開
始 

午
後
１
時
２
０
分 

昼
休
憩 

午
後
２
時
５
０
分
～ 

宮
出
開
始 

午
後
４
時 

宮
出
完
了 

午
後
５
時
２
０
分 

〔
正
午
～
午
後
６
時
：
田
尻
交
差
点 

 
 

～
辻
川
交
差
点
車
両
全
面
通
行
止
〕 

        
 

 
 

 
 

 
 

 

災
害
に
備
え
る 

６ 
 

気
象
災
害
対
策 

③ 
 

８
月
１
０
日
１
１
時
頃
、
台
風
１

１
号
が
福
崎
の
上
空
を
通
過
し
ま

し
た(97

5hP
a)

。
幸
い
福
崎
で
は
大

き
な
被
害
が
な
く
何
よ
り
で
し
た
。

現
在
の
よ
う
に
気
象
衛
星
で
台
風

の
動
き
を
監
視
で
き
な
か
っ
た
今

か
ら
４
０
年
以
前
は
、
台
風
襲
来
の

特
異
日
を
立
春
か
ら
数
え
て
「
二
百

十
日
」、
す
な
わ
ち
９
月
１
日
前
後

と
し
て
警
戒
し
て
い
ま
し
た
。
今
号

で
は
、
テ
レ
ビ
の
気
象
情
報
を
見
な

が
ら
私
た
ち
に
も
で
き
る
台
風
に

対
す
る
備
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

 
 

             

台
風
の
進
路
に
注
意 

台
風
は

一
般
的
に
進
行
方
向
に

対
し
て
右
側

（南
東
側
）
の
ほ
う
が

風
雨
が
強
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

台
風
の
中
心
を
め
が
け
て
吹
き
込

む
風

（台
風
自
身
が
つ
く
る
風
）
と

台
風
本
体
を
押
す
風
の
向
き
が
同

じ
で
あ
る
た
め
に
、
風
が
強
ま
る
か

ら
で
す
。
し
か
も
強
い
南
風
が
南
方

の
太
平
洋
の
湿
気
を
運
ん
で
く
る

た
め
に
雨
量
も
増
え
ま
す
。
気
象 

       

          

上
は
台
風
の
進
行
方
向
右
側

半
分
を
危
険
半
円
と
呼
び
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
台
風
の

左
側
半
分
は
吹
き
込
む
風
と

台
風
を
押
す
風
の
向
き
が
逆

に
な
る
た
め
に
相
対
的
に
風

は
弱
く
可
航
半
円
と
呼
び
ま

す
。
で
す
か
ら
、

一
般
に
台
風

の
中
心
が
福
崎
よ
り
西
（赤
穂

や
岡
山
）
に
上
陸
し
た
時
は
南

風
が
強
く
な
り
被
害
が
大
き

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

家
の
南
側
の
鉢
植
え
な
ど
は

北
側
へ
移
し
ま
し
ょ
う
。
塩
害

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
東
側
の
紀
伊
半
島
か
ら
阪
神

間
に
上
陸
し
た
場
合
は
比
較
的
被

害
が
小
さ
い
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、

平
成
十
六
年
の
台
風
２
３
号

（辻
川

山
北
斜
面
の
木
が
軒
並
み
な
ぎ
倒
さ
れ

た
）
の
よ
う
に
強
い
北
風
が
吹
く
こ

と
も
稀
に
は
あ
り
ま
す
。 

台
風
の
進
路
予
報 

台
風
の
進
路
予
報
表
示
で
は
、
平

均
風
速
が1

5
m
/
s

以
上
の
強
風 

域
を
黄
色

の

円
、
同
じ
く

2
5
m
/s

以
上

の
暴
風
域
を

赤
色

の
円
で

表
し
ま
す
。

1
2

・2
4

・

4
8

時
間
後
な

ど

の
到
達
予

想
範
囲
は
破

線

の
予
報
円

で
表
し
ま
す
。

台
風
の
進
路

が

予
報
円
の

中
に
入
る
確

率
は
７
０
％

で
す
。 

台
風
の
強
さ
と

大
き
さ 

左
表
は
気
象
庁

（
日
本
）
の
台
風

の
強
さ
と
大
き
さ
の
区
分
で
す
。
最

大
風
速
は
１
０
分
間
の
平
均
風
速

の
値
で
、
最
大
瞬
間
風
速
は
そ
の

1
.5

～2

倍
に
な
り
ま
す
。 

                   

            

台
風
上
陸
は
い
つ
？ 

右
表
は
１
９
８
１
年
か
ら
２
０

１
０
年
ま
で
の
台
風
の
発
生
数
お

よ
び
日
本
に
上
陸

（台
風
の
中
心
が

北
海
道

・
本
州

・
四
国

・
九
州
の
海
岸

線
に
達
す
る
こ
と
）
し
た
台
風
の
数

の
月
別
平
均
で
す
。
台
風
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
は
暖
か
い
海
か
ら
蒸
発
す

る
水
蒸
気
の
気
化
熱
（潜
熱
と
い
い

ま
す
）
で
す
か
ら
、
海
水
温
が
高
い

黒
潮
の
本
流
に
沿

っ
て
北
上
し
て

く
る
台
風
は
勢
力
を
保

っ
た
ま
ま

上
陸
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
海
水
温
が

一
年
で
最
も
高

い
の
は
８
月
下
旬
で
す
か
ら
、
１
０

月
ま
で
は
台
風
に
要
注
意
で
す
ね
。 

 

編
集
後
記 

 

皆
さ
ん
は

「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」

と
い
う
１
９
８
６
年
に
公
開
さ
れ
た
宮

崎
駿
監
督
の
ア
ニ
メ
を
ご
存
知
で
す
か
。

こ
の
作
品
の
中
で
、
ラ
ピ
ュ
タ
が
浮
か

ん
で
い
る
の
が
台
風
の
目
だ
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。
目
は
晴
天
域
で
、
そ
の

周
囲
を
台
風
の
雄
大
な
積
乱
雲

（龍
の

巣
）
が
取
り
巻
い
て
お
り
、
近
づ
く
も

の
に
は
強
風
と
稲
光
が
襲
っ
て
く
る
と

い
う
設
定
で
す
。
し
か
も
台
風
で
す
か

ら
時
た
ま
し
か
襲
来
し
な
い
。
ど
う
で

す
か
。
台
風
そ
の
も
の
で
し
ょ
。
〔
田
﨑
〕 

     

 本
殿   《東側》 

《西側》 

 拝 殿 

  １．田尻 

２．大門 

４．加治谷              ３．西野 

６．井ノ口              ５．辻川 

８．北野         ７．中島 

１０．長目          ９．西光寺 

１２．吉田       １１．八反田 

（辻川の休憩場所は屋台の東） １３．亀坪 

 舞 台 
 

☆ 

神
輿
渡
御
の
予
定 

（神
輿

〔み
こ
し
〕
が
お
旅
所

へ
） 

１
２
日 

９
時
３
０
分 

祭
典
斎
行 

１
０
時
３
０
分 

熊
野
神
社
発 

１
０
時
５
０
分 

岩
尾
神
社
着 

１
１
時
４
０
分 

岩
尾
神
社
発 

１
２
時
０
０
分 

熊
野
神
社
着 

 日本列島 

 

 

北 

南 

西 東 

危
険
半
円 

可
航
半
円 

台風の目 

気象衛星「ひまわり」による台風
の雲画像（2003.9.11 台風 14 号） 

2000 年から「弱い」台風，「並の」台風という表現がなくなりました 
図
表
の
出
典
は
浜
島
書
店
と
第

一
学

習
社
の
高
校

「地
学
図
説
」
で
す
。 

☆ 

屋
台
宮
入
順
と
宮
中
で
の
位
置 

新乗子 1 名 

強い南風 

弱い北風 

押す風 


